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研究の概要

超弦理論は弱い相互作用、強い相互作用、電磁相互作用に加えて、重力相互作用を統一的に記述する理論の有

力な候補です。超弦理論の摂動論によらない定式化として、

私はこれまで、主に行列模型の数値計算を通して私たちの住んでいる宇宙が生成される機構について研究してきま

した。超弦理論は数学的な整合性から時間

では空間が

 これまでの研究

対称性の破れについて長い間調べられてきました。ユークリッド上時空上の行列模型ではフェルミオンの積分から来る

pfaffian

として、『因子化法』や『複素ランジュバン法』があります。特に『複素ランジュバン法』に関しては、近年の研究で経路積

分と等価な正しい結論を導くための条件について理解が進んでおります。これ等の研究を通し

の

に関する理解を深めたいと思います。

 また、時間

空上での

の膨張を示唆する結果が先行研究で得られました。数値計算を通して宇

宙膨張の時間発展について調べることで、輻射優勢、物質優勢等の宇

宙膨張の仕組みについて調べたいと思います。
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超弦理論は弱い相互作用、強い相互作用、電磁相互作用に加えて、重力相互作用を統一的に記述する理論の有

力な候補です。超弦理論の摂動論によらない定式化として、

私はこれまで、主に行列模型の数値計算を通して私たちの住んでいる宇宙が生成される機構について研究してきま

した。超弦理論は数学的な整合性から時間

では空間が 9 次元に広がっており、宇宙膨張の過程で空間の

これまでの研究

対称性の破れについて長い間調べられてきました。ユークリッド上時空上の行列模型ではフェルミオンの積分から来る

pfaffian は複素数になるため、いわゆる『符号問題』に直面します。符号問題を持つ系を数値的に扱う上で有用な方法

として、『因子化法』や『複素ランジュバン法』があります。特に『複素ランジュバン法』に関しては、近年の研究で経路積

分と等価な正しい結論を導くための条件について理解が進んでおります。これ等の研究を通し

の IKKT 行列模型での時空の解釈、

に関する理解を深めたいと思います。

また、時間 t を

空上での IKKT

の膨張を示唆する結果が先行研究で得られました。数値計算を通して宇

宙膨張の時間発展について調べることで、輻射優勢、物質優勢等の宇

宙膨張の仕組みについて調べたいと思います。
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私たちの研究の特徴は、時空の生成や宇宙の膨張の機構を数値解析によって第一原理から計算しようと試み

た点にあります。また因子化法や複素ランジュバン法は、符号問題を持つ一般の系について応用可能であり、

幅広い分野に役立つと期待できます。
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私たちの研究で用いた計算手法は幅広い分野に役立つと考えられます。

(1)グラスマン数で記述されるフェルミオンを含んだ行列模型の数値計算で現れる

は成分の大多数が

法は、自然科学で様々な応用があります。特にスーパーコンピューター上で数値計算を効率的に行う上では

MPI 並列化を行う必要がありますが、並列計算の技術は自然科学の様々な分野で重要になります。

(2)『符号問題』は自然科学の様々な文脈で現れ得る問題であり、『因子化法』や『複素ランジュバン法』は符号問

題を持つ一般の系に適用可能な手法です。
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超弦理論は弱い相互作用、強い相互作用、電磁相互作用に加えて、重力相互作用を統一的に記述する理論の有
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